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が勃発手駒震袖、短・、ピー老親二易姓「勘繰醇毎非纏

批フ」と月豹上物ガレで下さるお宅。原発をロの臼容へ・多
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3月6日、免県議団の一問一答に中根議員が

たち、2015年9月に南国市の中学3年生が自

死した事件を教訓に、いじめ防止対策に関わ

る条例と基本方針の改善を求めました。

●当時、同市教育

委員会は第三者委

員会を設置して調

査し、Llしめはあ

ったものの、壷接

の死因ではないとする報告書をまとめました。

納得できない両親が同委員会の議事録を請求

したところ、議事録が作成されてLlなし－こと

がわかりました。

中根県議は「議事録は公正な議論を進める

上で、どうしても必要なものだ」と指摘し、

田村壮児教育長の認識をただしました。

●田村教育長は

「県は、Llしめ

問題調査委員会

運営要領で議事孝蹴鞠
録を作成することを規定LtL、る。市町村に

も参考にしてもらし喧し－。行政の透明性の確

保、被害者、保護者への説明責任をはたすと

し、った要領毎趣旨は伝えて日吉だ。」と答え

ました。

遺族への丁寧を説明を明示する必要性を求

めた車庫対し、知事は同方針の見直しの中で、

よりいっそう遺族に丁寧な対応をする方向で

検討することを約束しました。
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